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1. はじめに 

世の中を正確に理解するためには、翻訳が必須である。

なぜなら、世の中の出来事や人々の考えの多くはテキスト

で表現され、そのテキストは任意の言語で書かれるにも関

わらず、読み手が理解できる言語は限定されるからである。 
実際、様々なテキストが翻訳されている。そして、その

翻訳の多くがボランティア翻訳者によるものである。とこ

ろが、ボランティア翻訳者は、プロの翻訳者とは異なり、

十分な翻訳支援ツールを保有していない。そのため、ボラ

ンティア翻訳者を支援するようなＷｅｂサイトを構築する

ことにより、ボランティア翻訳者を支援できると考えた。

そして、これにより、世の中を正確に理解する役に立つも

のと考えた。 
「みんなの翻訳」はボランティア翻訳者を支援するサイト

であり、次の特徴を持つ［1］。 
 翻訳メディアとしての役割：ユーザは、著作権を正

しく処理して、翻訳結果を共有・公表できる。 
 翻訳支援ツールの提供：ユーザは、ブラウザから利

用可能な翻訳支援エディタ QRedit［2］を利用でき

る。QRedit は次の辞書を活用できる。三省堂『グラ

ンドコンサイス英和辞典』、『グランドコンサイス和

英辞典』、英辞郎、ユーザが登録した用語辞書等。 
みんなの翻訳は、現在３０００人の登録者が１６５００

文書を登録しており、１日のユニーク訪問者は３００人、

１日のログインユーザ数（翻訳者数とほぼ等しいと考えら

れる）は５～１０人前後である。これらの統計量から、み

んなの翻訳は、ボランティア翻訳者にとって有用であると

判断できる。 
一方、みんなの翻訳ではカバーできない問題で、ボラン

ティア翻訳で重要な問題があることが、みんなの翻訳に関

するワークショップを通じてわかった［3］。その問題とい

うのは、「ボランティア翻訳者の育成」である。 
つまり、ボランティアで翻訳をしたい人はたくさんいる

のだが、その中で、定常的に翻訳をするようになる人は少

ないという事である。この問題に対処するとともに、より

一般の翻訳教育に資するために、みんなの翻訳の一環とし

て「みんなの翻訳実習」システムを構築した。そのため、

みんなの翻訳実習は、ボランティア翻訳者だけでなく、一

般の翻訳教育コースにも使えることを目標としている。 

2. みんなの翻訳実習 

まず、ボランティア翻訳や実務的な翻訳は、多くの場合

は、複数人による協調作業である。その典型的なプロセス

は次のものである。これを翻訳プロセスと呼ぶ。 
1. クライアントが翻訳を依頼する。 
2. 翻訳会社や翻訳グループは、その翻訳のためのプロ

ジェクトを作る。 
3. プロジェクトマネージャーは、そのプロジェクトに

参加するメンバーを募集し、各メンバーの役割を定

める。役割としては、翻訳者、校正者、用語管理者

などがある。なお、一人が複数の役割をすることも

ある。 
4. プロジェクトマネージャーと各メンバーは翻訳スケ

ジュールを定めて、そのスケジュールに沿って、翻

訳を完成する。 
5. 完成された翻訳から、翻訳メモリや用語集を整理し

て、次のプロジェクトに備える。 
6. クライアントに翻訳結果を送付する。 
みんなの翻訳実習では、上記のような典型的な翻訳プロ

セスにおける１と６を除いたプロセスに加えて、様々な翻

訳プロセスを遂行可能である。また、翻訳プロセスの過程

で生じる、原文・訳文・修正訳・修正理由・コメント・対

話履歴等の翻訳資源を自動的に保存し、その統計量を閲覧

することができる［4］。 

3. みんなの翻訳実習の効果 

みんなの翻訳実習のユーザは、主に指導者と学習者から

なる。指導者としては、翻訳学部の教員などを想定し、学

習者としては、翻訳学部の学生など、今後、職業翻訳者や

ボランティア翻訳者になる可能性が高い人を想定してい

る。現状、複数の翻訳授業での試験的な利用をしている。 
指導者にとって、みんなの翻訳実習を使う利点は次のも

のである。 
 協調的な環境での翻訳教育を授業に容易に取り込め

る。これにより、翻訳現場の主流となりつつある協

調的翻訳［5］に対応可能となる。また、協調的な環

境での翻訳教育は学習効果を増すと言われている
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［6］。 
 翻訳プロセスを可視化できる。みんなの翻訳実習で

は、未実装ではあるが、プロジェクトメンバー間の

インタラクションを可視化したり、翻訳プロセスに

おける各プロセスの活性度を可視化する仕組みを備

える予定である。これにより、従来は感覚的に把握

していた部分を視覚的に把握できる。 
 翻訳資源を蓄積・再利用できる。つまり、毎年の翻

訳授業の成果を翻訳資源として蓄積できるととも

に、それを翌年の翻訳授業に再利用できる。 
学習者にとっての利点は、次のものである。 
 リアルな翻訳体験が得られる。実際の翻訳プロジェ

クトと同様に、協調的な翻訳を体験できる。 
 翻訳支援機能が活用できる。辞書引きなどを補助す

る機能を活用することにより、テキスト翻訳が容易

になる。 
 翻訳結果を発表できる。翻訳授業により翻訳した文

書は、みんなの翻訳から発表できるので、翻訳をす

る動機が高まる。 

4. みんなの翻訳実習のコア機能 

4.1 プロジェクトとワークフローの設定 

翻訳プロセスの基本単位はプロジェクトである。各プ

ロジェクトには、そのメンバーと翻訳対象の文書が所属

し、ワークフローに従って、翻訳プロセスを進める。 
みんなの翻訳実習では、これらの設定が簡単にできる

ようになっている。たとえば、下図は、一人のメンバー

に、翻訳タスクを割り当て、それをワークフロー上に配

置したものである。なお、ワークフローとは、誰がいつ

どのようなタスクをするかを、時間軸に沿って、整理し

たものである。 

 

4.2 翻訳文書のバージョン管理 

複数人が文書を翻訳するときには、バージョン管理が必

須である。みんなの翻訳実習では、翻訳支援エディタ QRedit
を利用することにより、翻訳支援と同時にバージョン管理

が可能である。 
具体的には、 

1. まず、原文のみが QRedit に読み込まれると、翻訳担

当者はそれを翻訳する。これにより、原文と訳文の

ペアが格納された文書ができる。 
2. 次に、校正者は、上記文書の訳文を校正する。この

とき、校正箇所に対して、校正の理由を記入する必

要がある。たとえば、下図は、「するものなのか」と

いう訳を「すべきものなのか」に校正し、その理由

として「義務的なトーンが弱いため、対比が曖昧に

なっています」とコメントしている。 

 
 

4.3 翻訳プロセスの俯瞰 

 翻訳教育においては、翻訳プロセスを俯瞰する必要が

ある。そのために、みんなの翻訳実習は次の機能を持つ。 
 同一訳文のバージョン間の比較機能。たとえば、下

図は、バージョン間での校正箇所とコメントを表示

している。 

 

 翻訳者間のインタラクションの可視化。現時点で未

実装であるが、掲示板におけるメンバー間の対話等

から、メンバー間のインタラクションを可視化する

予定である。 
 

5. 体験者募集中 

みんなの翻訳実習は、翻訳授業に十分に使えるレベルま

で完成してきました。これを翻訳授業に利用したい方は、

影浦峡までご連絡ください。 
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